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　「農業の多面的機能」という言葉が，OECD や FAO といっ
た国際機関で取り上げられるようになったのは 1990 年代後
半からでしょうか。日本では 1999 年に制定された食料・農
業・農村基本法の中で，基本理念のひとつとして農業の多
面的機能の発揮が明示されました。2014 年には農業の有す
る多面的機能の発揮の促進に関する法律が制定され，多面
的機能の発揮を促進する活動への直接支払制度の仕組みが
整いました。多面的機能という言葉が認知されるようになっ
て四半世紀が過ぎ，農業生産活動はもちろんのこと，農村
振興のための人々のさまざまな活動そのものも多面的機能
の維持になくてはならないものとなっています。
　今回の小特集では，地域資源を活かした産業振興，農福
連携や農泊の推進，次代への承継を見据えた人材の確保な

ど，多面的機能維持へのさまざまな取組みを募集いたしま
した。
　残念ながら，3 篇のみの掲載となってしまいましたが，
それでも，特産物を生かした地域振興，農村ツーリズム開発，
ITC を使った地域の情報を次世代へつなげる活動と多様な
多面的機能維持への取組み事例をご報告いただくことがで
きました。
　本小特集の報告が，今後の多面的機能維持の活動のため
の参考となることを願っております。最後に，本号に執筆
していただいた筆者の皆様および編集にご尽力いただいた
皆様に感謝申し上げます。

（全国農村振興技術連盟　渡邉和眞）
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